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◆ step 2 ◆

◆ step 1 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙを作成する。

gd3ﾌｧｲﾙに建機からの出来形を出力する。

◆ step 3 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙをtxtﾌｧｲﾙにする。

◆ step 4 ◆ 出力したtxtﾌｧｲﾙを修正する。

◆ step 5 ◆ Ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃtxt形式に変換した出来形ﾃﾞｰﾀをKomConnectにｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。



◆ step 1 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙを作成する。
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1 3D-Officeに施工範囲の分かるプロジェクトファイルを取り込む。

2

※施工範囲を知りたいだけなので
基準点ﾌｧｲﾙ（gc.3）や設計データファイル（tn.3）を
取り込んでもOK。

Gd3ﾌｧｲﾙを作成する。

「Grid」→「Create new grid」→「From selection rectan・・・」
を選択。



◆ step 1 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙを作成する。
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3 施工範囲を囲む。

下画面が表示されるので
「Name」 と 「Interval」 を入力し 「OK」を押す。

※基準点ﾌｧｲﾙだけの場合は 基準点全てが
入るように 広めに囲む。

※「Interval」 はﾃﾞｰﾀを出力するﾒｯｼｭｻｲｽﾞで施工範囲
の大きさに応じて 0.2～1.0ｍでいいと思います。
X31でのメッシュサイズは 0.2ｍ。



◆ step 1 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙを作成する。
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4 作成した gd3ﾌｧｲﾙを出力する。

「Grid」→「Export current grid」→「To 3D grid file（GD3）・・・」 を選択。
ﾌｧｲﾙ名を確認 もしくは変更し 保存。

建機には ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙごとに出来形ﾃﾞｰﾀが取得されています。
出来形ﾃﾞｰﾀを出力したいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙが複数ある場合には
その数だけgd3ﾌｧｲﾙの出力をします。

作成したgd3ﾌｧｲﾙを USBに保存し 建機に持っていく。



◆ step 2 ◆

ﾒﾆｭｰ、ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ設定、出来形、拡張設定を表示
『ﾛｰｶﾙの出来形管理のみ』を選択し、
出来形を出力する ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄト（名）を確認。

OKなら出力を押す。
※『削除』 と 『入力』 を押すと 出来形（色表示）が
削除されてしまうので 気を付けて！
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gd3ﾌｧｲﾙに建機からの出来形を出力する。



◆ step 2 ◆
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これで出力は完了です。

出力サイズが大きいと 少し時間がかかりますが
出力サイズが小さいと すぐ終わります。

出来形が出力できているか すぐ確認したい場合は
Windowsから USBにいき 作成したgc3ファイルの
サイズが増えてればOK。

出力が終わったら 戻るボタンで ホーム画面へ。
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gd3ﾌｧｲﾙに建機からの出来形を出力する。

種類は GD3
場所はUSBなので F や D を選択
事前に作成し USBに保存してきた gd3ﾌｧｲﾙを選択し
『出力』を押す。

や D



◆ step 3 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙをtxtﾌｧｲﾙにする。
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1 3D-Officeで出力してきたgd.3ファイルを取り込む。
「Grid」→「import grid」→「From 3D grid fire(.GD3・・・」 を選択。

「Grid」→「grid surface」 Picture でも
確認できます。
何か表示があれば gd.3ﾌｧｲﾙの取込みは
できています。



◆ step 3 ◆ 3D-Officeでgd3ﾌｧｲﾙをtxtﾌｧｲﾙにする。
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2 取り込んだgd.3ファイルをtxt形式にする。
「Grid」→「Export grid」→「To txt file(.txt)」 を選択。 3 保存先を指定し、ｔｘｔﾌｧｲﾙで保存する



◆ step 4 ◆ 出力したtxtﾌｧｲﾙを修正する。
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1 出力したtxtデータを 一度 csv形式にし D,E列を削除。
再度 txt形式に戻し その他測量で使用できます。



◆ step 5 ◆
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iMCﾌﾞﾙでのｸﾞﾘｯﾄﾞﾃﾞｰﾀを用いた出来形ﾃﾞｰﾀ取得方法
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txt形式に変換した出来形ﾃﾞｰﾀをKomConnectにｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。

SCPotal にログインし 出来形ﾃﾞｰﾀを反
映させたい現場をひらく。

ﾒﾆｭｰより 「ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ」 から 「その他測量」を選択。

または



◆ step 5 ◆

3 4
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txt形式に変換した出来形ﾃﾞｰﾀをKomConnectにｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。

表示画面 下 測量ﾃﾞｰﾀ一覧で
ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞボタンを押す。

3D-Offuceで作成したtxtﾌｧｲﾙを選択
測量日時（実績反映させたい日時）を入力し
ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押す。



◆ step 5 ◆
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iMCﾌﾞﾙでのｸﾞﾘｯﾄﾞﾃﾞｰﾀを用いた出来形ﾃﾞｰﾀ取得方法
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txt形式に変換した出来形ﾃﾞｰﾀをKomConnectにｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。

測量ﾃﾞｰﾀ一覧にｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞされた出来形ﾃﾞｰﾀをさらに 実績対象一覧に反映させる。
ﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸをいれ 実績対象反映を押す。
※実績対象一覧に反映させないと 施工進捗には反映されません。
実績対象解除や削除など 何回も操作可能です。



◆ step 5 ◆
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iMCﾌﾞﾙでのｸﾞﾘｯﾄﾞﾃﾞｰﾀを用いた出来形ﾃﾞｰﾀ取得方法
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txt形式に変換した出来形ﾃﾞｰﾀをKomConnectにｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。

※実績対象一覧に反映させないと 施工進捗には反映されません。
実績対象解除や削除など 何回も操作可能です。



－以上－
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